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あらまし：これまで筆者らは，社会福祉士養成教育において動画による模擬面接用の教材開発・実践を行

ってきた．本稿では保育者養成教育の中で行われてきた模擬保育に注目し，これまで開発してきた教材を

活用する為の検討を行った. 
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1. はじめに 

現在，国の施策として「待機児童解消加速化プラ

ン」の確実な実施のため，厚生労働省は「保育士確

保プラン」を掲げ，保育士の確保に取り組んでいる．

保育士の量的な確保はもちろん，「国家資格としての

保育士の専門性の向上」つまり質的な向上も同時に

求められている．(1)本研究では筆者らが行ってきた

福祉専門職養成に関する ICT 活用の研究をベースと

し，保育者（本稿において保育士・幼稚園教諭・保

育教諭を総称して保育者と呼ぶ）養成教育，とりわ

け演習科目として実践力の向上に資する「模擬保育」

への ICT 活用を検討することを目的とする． 

 

2. 保育者養成教育と実践力 

2.1 保育者養成教育と模擬保育 

保育者の質向上に必要な保育実践力については

様々な研究がなされている．例えば「学んだ保育知

識や技術、考え方を基本にしながら、各保育現場で

の異なる環境や子ども達の実態に踏まえて子どもを

援助することができる力」(2)や「保育について学ん

だ知識や考え方をもとに、自分がどのようなスタン

スで保育者として子どもに向かうのかを意識したう

えで、自分の保育技術をもって子どもの遊びを援助

することができる力」(3)という考え方などがある． 

現行の保育者養成教育は「保育士養成課程」と「幼

稚園教諭教職課程」がある．それぞれの資格，免許

取得に必要なカリキュラムの概略を図１に示す． 

保育実践力の向上には現場に出て実施する「実習」

が大きな役割を担っているが，加えて平成 21 年度よ

り教職課程においては，教科目「教職実践演習」が

設置された．その科目の中で多くの養成校が取り組

んでいるとい考えられる内容が「模擬保育」である．

また，図１の教科目のうち，とりわけ「保育の内容・

方法の理解に関する科目」，「保育内容の指導法」，「実

習指導」，「実践演習」に関しては，その教授の方法

として「模擬保育」を一部取り入れている養成校が

多々見受けられる． 

 
図 1 幼稚園教諭養成課程と保育士養成課程(4) 

2.2 模擬保育と ICT 技術 

これまでに模擬保育における ICT 技術の活用を検

討したものとしては，ビデオカメラによる動画撮影

などが代表的である． 

模擬保育をビデオカメラで撮影を行い，模擬保育

終了後，視聴しながら評価を行う研究が多く見られ，

保育・教育の現場では積極的に取り組まれてきたと

考えられる．(5) 

また，イントラネット上で模擬保育の様子を動画

で取り込み，学習者が相互評価を行うことのできる

システムの開発(6)や動画撮影を行った上で，PC 上で

コメントをつけるという取り組み，教材開発を行っ

ている養成校もあった．(7) 

 また，文部科学省はビデオ記録の特徴として表１

に挙げる長所と短所を指摘している。 
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表 1 ビデオ記録の特徴（8） 

 
 

3. 教材の概要 

筆者らはこれまでの研究において，社会福祉士養

成カリキュラムの「相談援助演習」におけるコミュ

ニケーションスキル獲得を目指した教材開発を行っ

てきた．本教材は，授業内で実施された模擬面接に

対し学生が評価を行うシステムとして運用している． 

Moodle を活用し，録画データを学生がパソコンや

スマートフォンで閲覧し，面接方法のチェックやコ

メントが入力できるようになっている．教材のイン

タフェースを図 2 に示す． 

 
図 2 パソコン版インタフェース 

客観的な自己分析，他者を評価することで他者か

ら学ぶという効果，第三者としてのメゾの視点を得

られる，教室環境からの解放などの効果が得られた． 

 

4. 本研究によって期待される効果と課題 

保育士養成教育における模擬保育にこれまで筆者

らが開発した教材を使用した際，従来のメリットに

加え以下の 2 点について高い効果が得られるのでは

ないかと考える． 

4.1 「ねらい」と「内容」の理解 

模擬保育や実習などで必要とされる「指導案」の

作成において初学者が理解困難であるのが「ねらい」

と「内容」である．模擬保育の場面において，実際

は一つの領域だけでなく，様々な保育内容の領域の

「ねらい」と「内容」が同時に複雑に絡み合ってい

るものが大半である．一つの保育実践（模擬保育）

を繰り返し見ることで様々な領域における「ねらい」

と「内容」を発見しやすい，また教授しやすいとい

う利点があると考えられる． 

その為には指導案立案時に，指導を行う教員と実

践者が「ねらい」と「内容」について理解し，閲覧

者に開示するシステムを現行システムに実装する必

要があると思われる． 

4.2 模擬保育指導案との容易な比較 

模擬保育は目の前で行われる先生役と子ども役と

のやりとりを見ることになるが，本システムの導入

で事前に立てられた指導案と実践内容の比較を時系

列に沿って容易に行う事が可能となる． 

その為には動画と指導案とを時系列で確認できる

よう，リンクさせたシステムを開発・実装する必要

があると考えられる． 

 

5. おわりに 

 本稿では，これまでの筆者らの研究によって作成

された教材の保育者養成教育における模擬保育への

活用を検討してきた．その結果，従来のビデオ撮影

や PC を活用した模擬保育の実践におけるメリット

に加え，さらなる実践力の向上に資するシステムが

開発できると考えた．その為にこれまで開発してき

た教材を模擬保育に適応するための調整を行い，実

践・改良を行っていく必要があると考える． 
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